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|今月の主な内容
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・ とみ里団地住宅フェア…...4~5

・ 保育園の入国受付案内…… 6~7

・ 憩いのひろば..................10~11
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(佐伯遺跡)

シリーズ地域に学ぶ子どもたち…⑫

「工ツそれ本当にここから出だの9_j佐伯遺跡から出土し

だ縄文時代の土器を見て、子どもだちは一同びっくりo 10月
什日に上中島旭区の歴史探訪会ガ行われましだ。

説明を聞くうちに" 5，000年前ヘ思わずタイムスリップ。
縄文人のすみかをいつまでも歩き回っていましだ。

広報は毎叫 発行です
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育
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労野

還
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(
友
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産
業
経
済
功
労

演

田

松

雄

(
経
団
中
町
・
け
歳
)

永年にわたり学校教育の娠興に尽

くされた。

. -_. 

多年にわたり各種統計調査員とし

て迅速確実かつI庄雌な責任!惑をもっ

て調査に精励し統計の普及と推進に

寄与された。

多年にわたり水産加工業に従事し

地場産業の発展と振興に尽くされた。

教

育

功

労川

上

昭

吉

(
吉
野

・
内
歳
)

産
業
経
済
功
労

横

田

光

巌

(
経
田
中
町
・
九
歳
)

産
業
経
済
功
労

上

里

賢

治

(
釈
迦
堂

・
叩
歳
)

多年にわたり地区公民館長及び公

民館迎合会の要職として地域の生涯

学習の充実と市内公民館のネ ッ トワ

ークづくりに尽くされた。

多年にわたり沿岸漁業に従事し市

民への魚介類の安定供給に努め本市

水産業の振興発展に尽くされた。

多年にわたりかまほこ製造業に従

事し地場産業の発展と振興に尽くさ

れた。

文

化

功

労

流

日本舞踊

藤間

華

体

育

功

労

津市

少年野球連盟

色
産
業
経
済
功
労

津

漁業協同組合

婦人部

色

A
Q

一
A松

多年にわたり日本舞踊の普及発展

に努め本市芸術文化の向上に尽くさ

れた。

多年にわたり青少年の健全育成と

野球競技の普及発展に努め本市体育

スポーツの振興に尽くされた。

多年にわたり漁村の生活改善と市

民の魚、食の普及に尽くされた。
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災
害
防
護
功
労

佐

生

久

明

(
金
浦
町

・
臼
歳
)

災
害
防
護
功
労

浅

野

芳

太

郎

(
経
団
西
町
・
η
歳
)

地
域
医
療
功
労

大

崎

信

治

(
北
鬼
江

・
η
歳
)

永年にわたり魚津市消防団にあっ

て献身その職務に精励され本市の防

災と住民の福祉増進に尽くされた。

永年にわたり魚津市消防団にあっ

て献身その職務に精励され本市の防

災と住民の福祉増進に尽くされた。

永年にわたり医師として市民の健

康管理に努めるとともに地域医療の

発展に尽くされた。

災
害
防
護
功
労

朝

野

民

雄

(
経
田
中
町
・九
歳
)

厚
生
事
業
功
労

稲

垣

文

雄

(
新
宿

・
祁
歳
)

地
域
医
療
功
労

山

崎

隆

吉

(
吉
島

・
内
歳
)

永年にわたり魚津市消防団にあっ

て献身その職務に精励され本市の防

災と住民の福祉増進に尽くされた。

多年にわたり魚津市社会福祉協議

会の要職にあって地域福祉の向上に

尽くされた。

永年にわたり医師として市民の健

康管理に努めるとともに地域医療の

発展に尽くされた。

産
業
経
済
功
労

野

機械管理組合

大海寺
交
通
安
全
功
労

津市

交通センタ一

本江支部

色

多年にわたり地域農業の基幹組織

として経営改善に努め本市農業の振

興発展に尽くされた。

多年にわたり交通安全活動に努め

地区交通環境の整備促進に尽くされ

た。
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(建築中のとみ里団地 10/21撮影)

長
寿
社
会
に
対
応
し
、
引
世
紀
に

向
け
た
家
。
つ
く
り
を
提
案
し
ま
す

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、

m

lmω
年
先
を
考
え
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
l

住
宅

を
展
示
し
ま
す
。

地
元
の
企
業
9
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

こ
ら
し
た
全
日
棟
、
〈
見
て

・
聞
い
て

・
体

験
し
て
〉
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
づ
く
り
の
参

考
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
海
鮮
鍋
(
無
料
)
な

ど
楽
し
い
企
画
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

「
バ
リ
ア
フ
リ
l

住
宅
」
っ
て
何
?

体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
、
日
常
生
活
で

不
便
を
感
じ
な
い
、
言
わ
ば
「
人
に
や
さ
し

い
住
宅
」
で
す
。

お
年
寄
り
ゃ
体
の
不
自
由
な
方
の
特
殊
な

住
宅
で
は
な
く
、
誰
も
が
経
験
す
る
身
体
的

機
能
の
低
下
に
備
え
た
安
心
の
住
宅
で
す
。

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
住
宅
内
の
段
差
が

な
く
、
廊
下
や
ト
イ
レ

・
風
呂
に
広
い
ス
ペ

ー
ス
や
手
す
り
が
設
置
さ
れ
て

い
る
か
、
設

と
こ
ろ
で

ア
開
催

5
日
間

午
前
叩
時

i

午
後

5
時

置
で
き
る
下
地
が
あ
る
住
宅
で
す
。

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
?

つ
ま
づ
き
な
ど
の
事
故
に
あ
い
に
く
く
な

り
、
生
活

・
行
動
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
自
立

生
活
を
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
で
き
ま
す
。

介
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
在
宅
福
祉
の

充
実
を
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
で
き
ま
す
。

体
の
不
自
由
な
方
ば
か
り
で
な
く
、
誰
も

が
使
い
や
す
く
な
り
、
生
活
を
一
層
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

-現地案内図

魚
津
の
美
し
い
白
然
と
祭
り

害
真
コ
シ
テ
ス
ド
畏
賞
者

(
敬
称
略
)

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
市
内
外
か
ら
、
「
美
し

い
自
然
の
部
」
に

ω点
、
「
祭
り
の
部
L

に
お

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

次
の
方
々
が
入
賞

・
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

〈
美
し
い
自
然
の
部
〉

市

長

賞

能

波

都

志

子

(

吉

島

)

市
議
会
議
長
賞
関
口
衛
(
木
下
新
)

商
工
会
議
所
会
頭
賞
武
限
和
男
(
六
郎
丸
)

観

光

協

会

会

長

賞

窪

田

隆

(

吉

野

)

入

選

朝

野

彰

二

(

本

新

町

)

関
口
清
吉
(
天
神
野
新
)

能
波
都
志
子
(
吉
島
)

宮
川

政
昭
(
住

吉
)

山
崎
正
雄
(
三
ケ
)

。

〈
祭
り
の
部
〉

市

長

賞

市
議
会
議
長
賞

商
工
会
議
所
会
頭
立

観
光
協
会
会
長
賞

入

選

山
崎
美
紗
子
(
三
ケ
)

嶋
川
悦
郎
(
大
海
寺
野
)

宮
川
政
昭
(
住

吉
)

武
隈
和
男
(
六
郎
丸
)

嶋
川
悦
郎
(
大
海
寺
野
)

武
隈
和
男
(
六
郎
丸
)

玉
生
康
博
(
八
尾
町
)

長
山
長
雄
(
婦
中
町
)
2占…

※
作
品
は
、
次
の
日
程
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

日
月

3
日
(
月
)
ま
で

会
場
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

日
月

6
日
(
木

)
lロ
月
お
日
(
木
)

会
場
魚
津
埋
没
林
博
物
館
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バリアフリーモデル住宅よりl
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廊下・階段

『
と
み
皇
軍
地
』
分
譲
受
付
中

「
と
み
里
団
地
」
は
、
ス
ー
パ
ー
農
道
に
隣

接
し
た
交
通
の
要
所
に
位
置
し
、
ゆ
と
り
と

う
る
お
い
の
あ
る
住
宅
地
で
す
。

ス
ク
ー
ル

パ
ス
も
完
備
。
住
宅
の
建
築
に
際
し
、
浄
化

槽
や
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
設
置
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

《施
設
の
概
要
》

・
宅
地
規
模
(
1
区
画
当
り
)

U

j

川
坪

-
価

格

(

坪

当

り

)

m

l

ロ
万
円

・
用
途
地
域
無
指
定

-
魚
津
市
上
水
道

・
下
水
道
施
設
完
備

-
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
(
B
S
対
応
)
共
同
受
信
方
式

・
公
園
1
か
所

-
L
P
ガ
ス
集
中
管
理
方
式
(
民
間
)

。電柱
←〈コ支線

「
と
み
里
団
地
」
と
住
宅
フ
ェ
ア
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は

働
魚
津
市
開
発
公
社
(
市
建
設
課
内
)

a
n
-
-
0
8
9
 

玄関

快
勝

Y
活
躍
す
る

lJ

w
g「
ー
郷
土
選
手
|
¥

第
臼
回
国
民
体
育
大
会
(
な
み
は
や
国
体
)

秋
季
大
会
が
、
叩
月
お
日
か
ら
初
日
ま
で
開

か
れ
、
魚
津
市
か
ら
は

1
団
体
、
9
個
人
が

出
場
し
活
躍
し
ま
し
た
。

〔
魚
津
市
出
身
選
手
敬
称
略
〕

0

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
成
年
1
部
6
人
制
)

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業

菅
原
貞
敬

・
監
督
(
村
木
町
)

杉
原
誠
(
宮
津
)
、
一
宮
英
次
(
青
島
)

藤
見
友
和
(
新
金
屋
)
、
水
野
美
雄
(
青
島
)

土
井
友
仁
(
新
金
屋
)
、
山
下
博
幸
(
新
金
屋
)

森
田
繁
生
(
新
金
屋
)
、
南
部
展
生
(
新
金
屋
)

0
サ
ッ
カ
ー
(
少
年
男
子
)

高
倉
浩
和
(
不
二
越
工
業
高
校
青
柳
)

O
テ

ニ
ス
(
成
年
男
子
)

永
田
幸
明
(
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
舛
田
)

O

ボ
ク
シ
ン
グ
(
成
年
男
子
)

松
原
知
樹
(
日
本
体
育
大
学
木
下
新
)

O

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
(
成
年
女
子
)

下
司
千
品
(
石
崎
産
業
天
神
野
新
)

O
卓
球
(
少
年
男
子
)

黒
崎
学
(
富
山
商
業
高
校
観
音
堂
)

(
少
年
女
子
)

河
崎
順
子
(
魚
津
高
校
新
金
屋
)

O
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
(
少
年
女
子
)
監
督

岩
山

一
男
(
水
産
高
校
立
石
)

0
銃
剣
道
(
成
年
男
子
)

朝
野
豊
己
(
陸
上
自
衛
隊
経
田
中
町
)

O
ク
レ

l
射
撃
(
成
年
男
子
)

小
田
英
明
(
富
山
職
業
能
力
開
発
短
大

川
縁
)

a 



申込みを受付けます
市社会福祉課児童家庭係 ft23-1006問合せ先

炉魚津市内保育園一覧表

所 在 電 話 開所時間 特(別途保申請育カについて保育園名 ，疋A・・貝Eコ
別 f必要です)

魚津愛育園 60 友 道 23-9176 

道下保育園 110 緑 町 23-9179 

青島保育園 120 三円主三 島 23-9171 

経団保育園 90 経団西町 23-9170 
長時間保育(午前7時30分から 、

住吉保育園 70 住 =仁t1r 23-9172 
又は午後6時00分までの保育)

あけび保育園 30 山 女 32-9005 
延長保育 (午前7時30分から、

松倉保育園 45 観 立回主己 主A比主， 33-8008 
又は午後7時00分までの保育)

西布施保育園 50 )11 寺 31-9016 7:30 
を行います。~ 

野方保育園 70 大海 寺野 23-9175 19:00 なお早朝保育 (午前 7時からの
魚津保育園 90 本 町 一丁目 22-0469 

保育)についても 、相談に応じ
魚津第保育園 90 新金屋一丁目 22-1301 

ます。
上口保育園 90 上口 一 丁目 22-1378 

※保育時間など詳しいことは各
川 原保育園 30 双 葉 町 24-7839 

園へお問合せください。ゴゴ 島 22-0802 吉島保育園 130 口

加積保育園 90 ゴェ 島 22-6351 に3

本江保育園 80 本 江 24-4600 

天神保育園 90 東 尾 山奇 31-7585 

。0

ス
a
J
V
フ

募

集

。
魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
日
年
度
か
ら
、
新
た
に
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
事
業
拡
大
に
伴
う
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

V
募
集
職
員

1

常

勤

職

員

2 
名

募
集
人
員

受

験

資

格

・
昭
和
お
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

.
魚
津
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

-
d一ヨ
護
婦
に

つ
い
て
は
、
看
護
婦
資
格
を
有
す
る
方

職

種

ケ
ア
ワ
ー
カ
l

(介
助
員
)ヨ市

4
U
F
 

名名

a 

2

非
常
勤
職
員

若
干
名

へ登 調 ( アケ
職

jレ録 助Jハb、ワ| 
ノマホ 理
I I きヵ種
ム 貝

若干名 若干名
若干 募集人 i 

名 員

. . . . 
理調普魚津市内 昭和

1男ぷこ動官車 に 年243 品λ 

るま格
方れ

方る 方た

V
申

込

期

間

口

月
山
日
(
月

)
1
日
月
お
日
(
金
)
ま
で

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
百
楽
荘

2
階
)

窓
辺

l
8
3
8
8

。
保
育
園
の
代
替
保
母
の
登
録

市
で
は
、
保
母
の
産
休
等
の
際
の
代
替
保
母
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま

す
。
保
母
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課
児
童
家
庭
係

包
お

|
1
0
0
6
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保育園児入国の
炉申込受付

平成10年4月1日から入所を希望される方の受付です。

入所の申込みに必要な書類は、各保育園または市役所社会

福祉課児童家庭係にありますので事前にご用意ください。

惨受付期間

①新園児下表のとおり

※お子さんを同伴してください

②在園児 11 月 4 目 (火) ~ 7日(金)
※現在在園の保育園で受け付けます

11月11日(火) 11月12目的

9 : 00~ 11 :30 9 : 00~ 11:30 13: 30~ 16: 30 

道下保育園 青島保育園 魚津愛育園

西布施保育園 住吉保育園 野方保育園

経団保育園 あけび保育園 松倉保育園

11月13日同 11月14日幽

9:00~ 11: 30 13: 30~ 16: 30 9 : 00~ 11 :30 

川原保育園 天神保育園 魚津第二保育園

本江保育園 上口保育園 吉島保育園

加積保育園 魚津保育園

惨住宅火災の犠牲者の半数は高齢者

魚津市の火災は昨年 9件でした。今年はす

でに20件(9月現在)の火災が発生し、 4人

の方が亡くなっています。火災による死者の

中で、特に目立つのが高齢者の数です。全国

的にも毎年65歳以上の高齢者が半数以上を占

めます。

炉身近な人の配慮がお年寄りを守ります

高齢者を火災の犠牲者としないためには、

まず高齢者ご本人に身の回りの危険を自覚し

ていただくことが大切です。しかし、なかな

か昔からのライフスタイルを変えるのは容易

なことではありません。

一方的に火災の危険性の少ない生活への改

善を求めるのではなく 、家族を中心に周囲の

方々が生活の中の防火対策を一緒に考える機

会を持つことが大切です。H愛房器具をより安

全性の高いものに変えたり 、ふとんやカーテ

ンを防炎製品にしたりするなど身の回りのち

ょっとしたことから話し合ってみてください。

お年寄りを
火災から守る

く火の用心アつのポイント〉

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

当日都合の悪い方は、市社会福祉課児童家庭係で

手続きをしてください。

V
受
付
時
間

口
月
刊
日
(月
)
j
m
日
(
木
)

午
前

9
時
j
午
後

5
時

(土

・
日
曜
日
は
除
く
)

V
対
象
者

-
4
歳
児
|
平
成

5
年

4
月

2

日
か
ら
平
成

6
年

4
月

1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
児

。家のまわりに燃えやすいものを置かない

@寝たばこやたばこの投げ.捨てをしない

@天ぷらをあげるときはその場を離れない

@風の強いときは、たき火をしない

@子供には、マッチやライターで遊ばせない

@電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない

@ストーブには、燃えやすいものを近づ、けない

火災予防運劃期間中の主な行事 |

・小学生の防火ポスター展 rJ¥Jぃ
とき 11 月 9 日 ~15 日( .... “}  

ところ サンプラザ 窃内ぶ
・防火推進地区の防火指導 'I'V¥ (pl f) I 
とき 11月9日(日)午前 9時~

ところ 経田中町

H
月
9
日
j
百
日

魚
津
市
消
防
本
部 -

経
田
幼
稚
園

児
の
受
付
を

ま
す

-
5
歳
児
l

平
成

4
年
4
月

2

日
か
ら
平
成

5
年

4
月

1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
児

V
受
付
・
問
合
せ
先

大
町
幼
稚
園

mu
n
|
9
1
7
4

経
団
幼
稚
園

g
n
l
9
1
7
3

(
入
園
申
込
書
は
、
各
幼
稚
園

に
あ
り
ま
す
)

mu
白

E
O
-
-
9
|

a 

Aあわてず消火(富山県防災訓練から)



話題
お知らせくだ‘さい。

情報係 ft23-1015

郷土の緑化は
あなたが主役
魚津市植樹祭

10月17日絶好の小春日和のもと 、魚津市

植樹祭が新川文化ホール周辺を会場に行わ

れました。

石川市長らが植樹祭標柱を建立した後、約200名

の参加者全員て¥サツキやハナミズキを記念植樹

しました。松倉 ・坪野 ・片県小学校の児童で結成

している「花とみどりの少年団」の75名も、 1人

1本ずつ苗木を手にして 一生懸命植え込んでい

きました。サツキは 3年もので、来年には可憐な

花を咲かせるということです。

植えたサツキも子どもたちも、大きく健やかに

円熟した芸に大きな拍手

魚津市高齢者芸能大会開催

今年で20回を数える魚津市高齢者芸能大会が10

月16日、新川文化ホールで開催されました。

この大会は、日頃から市民研修センターの趣味

教室などで、芸に磨きをかける方々の発表会とし

て年に1回行われています。会場の小ホールは、こ

の日を心待ちにしていた観客で開演前から超満員。

出し物は、歌謡から舞踊、手品にダンスと盛り

だくさん。この日のために練習を積んだ、出演者

42組・227名の円熟した芸に、会場から割れんばか

込りの拍手と歓声が送られていました。

a 

きのうの敵は今日の友

福島県チームとの親睦テニス大会

平成 4年に鳥恨県で行われた「全国スポー

ツ ・レクリエーション祭」に参加し 、富山県チ

ームと対決したテニスの福島県チーム18名が

魚津市を訪れ、 5年ぶりに親交を深めました。

10月10日と 11日の両日、桃山運動公園テニ

スコートを舞台に行われたもので、平均年令

は55歳。手口気あいあいのうちにもライバル意

識をちらつかせていました。戦績は福島県チ

ームの圧倒的勝利。 i魚津の朝市」でのおみ

やげ‘を手に帰路につかれたとか。

ところで、意気投合した面々 、早速「来年

は福島におじゃまして・・・」と、

画に話がはずんだようです。

;.l¥v_; ~or' 



テレビ局がやってきたよ

新川文化ホールでNHK番組収録

NHK教育テレビの子供番組「ユメディア

号こども塾」の収録が10月18日、新川文化ホ

ールで行われました。

この日のテーマは「とやまの薬づくり」と

「救助犬の訓練」。大きなノくスを改造したステ

ージ上て¥子供たちが名人の技を一生懸命ま

ねていきます。最初緊張していた子供たちも、

ノ¥プニングの連続に大爆笑。この日の模様は、

12月6日、 13日に同番組で放送されます。

同会場では10月14日から18日まて¥市内の

小学生が本物の放送機材を使って、番組作り

を体験。アナウンサーやカメラマンになりき

って、テレビ局の雰囲気を十分楽しみました。

a 

びっくりイベントも大盛況
魚津商工フェア開催

t宣例となった、 「第11回じゃんとこい

魚津商工フェア'97Jが10月25、26日の両日、

をまちの
地域の催しものなど、

企画広報室広報

新川文化ホールで開催され、大勢の人でにぎ

わいました。

オープンを前に、ホールの入口には長蛇の列。

先着300名には、魚津特産のりんごがプレゼント

されました。そして午前11時からはお待ちかね

の「しんきろう鍋」が登場し、訪れた人は、秋の

味覚や海の幸を存分に味わっていました。

また、今年は新イベントも充実。鉄道模型の

自動走行を体験できる「君が駅長だ.んや、何と

米沢牛 1頭分の肉をステーキにするなど、ぜい

魚津のシンボルモニュメント完成

魚津桃山運動公園

魚津桃山運動公園内に「まちのかおづくり 事業」

として建設していた シンボルモニュメントが完

成しました。施設は、現在ヨーロ ッパで最も注目を

集めている建築デザイナーダニエル・リベスキン

ド氏(ドイツ在住)がデザ、イン設計したものです。

過去から未来へ、また、海から空に向かつて伸

びていく力強いエネルギーを表現したレ ッ ドライ

ン。魚津市街地を一望でき 、めい想、の場所として

の展望台、公園から林をぬけて展望台へと続く散

歩道などで構成されています。

レッ ドラインは、遠目からもその姿を確認でき

ますが、ぜひ公園へお越しください。展望台から

の眺めは絶景 です。



...週1回のシーツ交換。 2人の
呼吸もぴったり。

ボランティア

楽しく、自分のために

¥
と
憶
測

t
、へ
tト
'h

1

「
お
そ
版
関
1

品
開
慌
に
感
じ
る

♂

心

乞
と
し
た
』

ふ
い
う
、
さ

わ
思
地
ぎ
気
持
ち
0

・会
員
自
身
が

楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
、
に
こ
や
か
に
話
す
代

表
の
吉
島
喜
美
子
さ
ん
。

野
菊
の
会
は
、
市
内
の
老
人
施

設
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、グ

ル
ー
プ
で
す
。

「
家
に
ば
か
り
い

な
い
で
、
何
か
人
の
役
に
立
つ
こ

と
を
し
よ
う
」
。
思
い
立
っ
た
主
婦

6
名
が
、
各
自
の
ミ
シ
ン
を
持
ち

込
み
、
老
人
施
設
の
入
居
者
の
た

め
に
オ
ム
ツ
縫
い
を
手
伝
っ
た
の

が
活
動
の
き
っ
か
け
で
す
。

昭
和

ω年
の
結
成
以
来
会
員
は

徐
々
に
増
え
、
現
在
は
必
名
。
週

1
回
行
う
シ
ー
ツ
交
換
と
、
喫
茶

室
開
庖
を
活
動
の
基
本
に
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
会
員
各
自
の
趣

味
を
活
か
し
て
、
入
居
者
に
生
け

花
や
手
芸
を
教
え
た
り
、
踊
り
を

披
露
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

入
居
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
も
、

ふ
玄野菊の

会
員
の
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

様
子
。
会
員
へ
の
安
心
感
か
ら
か
、

和
や
か
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

「
帰
り
際
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て

『あ
り
が
と
う
』
と

手
を
合
わ
さ
れ
ま
す
。
皆
い
ず
れ

は
年
を
と
り
ま
す
が
、
自
分
達
も

こ
う
あ
り
た
い
も
の
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
」
と
、
話
す
会
員
の
皆
さ
ん
。

会
員
同
士
の
交
流
も
蟻
ん
で
す
。

定
期
的
に
親
睦
を
図
り
、
お
互
い

の
意
見
を
交
換
。
取
材
に
お
じ
ゃ

ま
し
た
懇
親
会
で
も
、
笑
い
が
絶

え
ま
せ
ん
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
の
た

め
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

家
族
の
協
力
が
必
要
で
す
。
無
理

は
禁
物
。
自
分
達
は
、
老
い
た
時

の
人
生
勉
強
の
つ
も
り
で
や
っ
て

い
ま
す
。
楽
し
い
で
す
よ
」

。
会

員
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

...定期的に会員同士の親睦を図ります。

~.. 10月号

司・~:: 林さんから
a・・・回・h・・
J・・・固・1:11:.・
a圃圃園田，...-.司・・・・・..畳二・一-一-

.-.::・':.-園・EヨE・・司・・・・・..・~~.一--・・・zョ~.

『ともだちのわ』で、

紹介されたら、テレな

いで参加してください。

お願いしま ~す。

νからや'Id-tこへ

心色ちだ50.)
稲場小貴美さん(六郎丸)

旅行が大好きな稲場きん。

11月には南国の地に旅立つと

か。 i仕事を離れて開放的な

気分を満喫します。とてもリ

フレ ッシュできますね」

同級生の佐生さんへ

a 

佐生 明代さん(本新町)

数年前からスノーボードに夢

中。今年は板をアルペン用に変

え、やる気十分。「冬は毎週出

かけます。滑っている聞は、す

べてを忘れて夢中になれます」

家族ぐるみでのおつきあい河崎

さんへ



+r憩いのひろば」は、みなさんに登場していただくページです。
各コーナーに出ていただける人やグループを募集しています。企画広報室(ft23-1015)までご連絡ください。

両親の訪問で新しい発見
ブレット・ラミンジャーさん

(魚津市国際交流員)

元
気
く
ん

かずひろ

野村和広くん(石垣新)

(野村英樹・優子さん夫妻の長男)

平成8年11月22日生まれ

《
お
母
さ
ん

の

一
言
》

た
く
ま
し
く
、
元
気
に
育
っ
て

く
だ
さ
い
。

初来日したブレットさんのご両親
(右端がブレットさん)

6
年
前
初
め
て
日
本
に
来
た
と

き
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
大
き
く

違
う
と
感
じ
ま
し
た
。
ど
こ
へ
行

っ
て
も
、
誰
と
話
し
て
み
て
も
、

両
国
の
文
化
、
生
活
、
考
え
方
の

違
い
が
出
て
き
ま
し
た
。
毎
日
毎

日
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
何
度
か
日
本

に
来
て
最
近
で
は
あ
ま
り
驚
き
を

感
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。

た
ま
に

お
も
し
ろ
い
習
慣
に
気
づ
い
て
も
、

「
ア
メ
リ
カ
で
も
こ
う
い
う
こ
と

あ

っ
た

っ
け
?
」
と
思

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
日
本
の
生
活

に
慣
れ
て
き
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
問
、
両
親
が
初
め
て
日
本

に
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
大
都
会
や
、

す
ご
い
田
舎
、

パ
チ
ン
コ
だ
ら
け

の
町
に
伝
統
的
な
町
並
み
な
ど
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
が

ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん米田紫乃ちゃん(袋)

(米田隆・祐子さん夫妻の長女)

平成8年1月4日生まれ

《
お
母
さ
ん

の一

言》

い
た
ず
ら
っ
子
紫
乃
ち
ゃ
ん
、

や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

で
き
ま
し
た
。
先
日
帰
国
し
た
両

親
に
聞
い
て
み
る
と
、
日
本
の
印

象
に
つ
い
て
、
こ
う
語
り
ま
し
た
0

.
食
べ
物
に
つ
い
て
|
ど
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
入

っ
て
も
、
食
べ
物
が

き
れ
い
に
盛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ご
く
普
通
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
食
べ
物
が
ド

l
ン
と

出
て
く
る
だ
け
で
昧
も
そ

っ
け
も

な
い
。
た
だ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

時
の
音
と
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る

時
の
音
は
不
快
に
思
う
。

・
景
色
に
つ
い
て
ー
ど
こ
か
ら
で

も
山
が
見
え
る
こ
と
。
故
郷
の
ミ

シ
方
ン
州
に
は
山
が
あ
ま
り
な
い

の
で
、
山
の
あ
る
景
色
に
感
動
し
た
。

そ
れ
と
、
家
、
庭
、
町
の
中
で
空

間
が
う
ま
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
気

づ
い
た
。

・
驚

い
た
こ
と

l
自
動
販
売
機
や

自
転
車
が
多
い
。
ま
た
、
日
本
の

物
価
は
高
い
と
言
わ
れ
、
ど
れ
ほ

ど
か
と
思

っ
た
が
、
意
外
に
そ
う

で
も
な
か

っ
た
。
電
車
は
あ
ま
り

遅
れ
な
い
し
遠
く
ま
で
整
備
さ
れ

て
い
て
、
と

っ
て
も
便
利
。
そ
し

て
、
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
て
街
は
静

か
だ

っ
た
。

両
親
の
言
葉
を
聞
く
と
、
僕
も

皆
さ
ん
も
自
分
が
当
た
り
前
と
思

う
こ
と
を
時
々
違
う
角
度
か
ら
見

て
み
れ
ば
お
も
し
ろ
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

~ •.. 
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来

14ejj 
河崎真理子さん(袋)

妹さんのご主人が、今年11

月の福岡国際マラソンに出場

予定とか。 i今からとてもワ

クワクしています。家族みん

なで応援に行きたいですね」

ご夫婦同士のおつきあい林さんへ

a 

小坂洋祐さん(三田)

昨年から入部した野球チーム。

小坂きん自身実に12年ぶりの

現役復帰とか。 iプロにはな

れなかったけど、 1つでも多く

勝利の美酒に自料、たいて‘すね」

行きつけのお庖のお兄さん小坂

さんへ



暮
ら
し
を
支
え
る
税
相
続
し
た
と
き
や
マ
イ
ホ
ー
ム

を
持
っ
た
と
き
な
ど
の
、
税
の
質

問
に
北
陸
税
理
士
会
魚
津
支
部
の

税
理
士
が
お
答
え
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
事
業
所
給
与
担
当
の
方
へ
へ

R
E体
J

一

年
末
調
整
説
明
会
石
間
以

日
月
初
日
宋
中
午
前
9
時
初
分

1

会
場

新
川
文
化
ホ
ー
ル

事
業
所
の
給
与
担
当
の
方
は
、

必
ず
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

魚
津
税
務
署

mU
M
-
-
3
7
0
 

晩秋の交通事故防止

税
を
知
る
週
間

11月は

「たっしゃけ気つけられ工」

運動推進月間

日
/
日
i
げ

/用車は明るいうち12・
夜間は反射閥

-
納
税
書
道
展
及
び
1
1
1
4

「
暮
ら
し
の
中
の
税
金
展

L

固
定
資
産
(
家
屋
)
の
滅
失
や

所
有
権
移
転
の
と
き
は
届
出
を

reっしゃけ買っけられIJ
運劃推進日間・11月1日出-11月30自信

日
月
日
日

glη
日

g

会
場

サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階
催
事
場

・
市
内
小
学

5
年
生
の
書
道
「
納

税
貯
蓄
」
の
応
募
作
品
展
示

・
園
、
県
、
市
に
よ
る
暮
ら
し
を

支
え
る
税
金
資
料
の
展
示

未
登
記
の
家
屋
の
滅
失
や
、
個
人

間
で
の
売
買
な
ど
が
あ
っ
た
と
き

に
は
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
な
い
と
そ
の
ま
ま
課
税

さ
れ
る
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

V
届
出
・
問
合
せ
先

市
税
務
課

課
税
係

合
お
|
1
0
0
9

日
が
短
く
な
り
、
事
故
が
多
発

す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は

0
用
事
は
明
る
い
う
ち
に
済
ま
せ

宇
ナ
し
ょ
、
っ
。

O
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
反

射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

吊
1
持
品
川
内
同
町

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
職
場
や
地
域
、
家
庭
で
声
か

け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

週闇待事と
周闇待事

日
月
何
回

(g午
後

1
時
j

4
時

会
場

サ
ン
プ
ラ
ザ

自

今
、か
チ
ャ
ン
ス

児

/
4
i
m

お
た
が
い
の
立
場
を
尊
重
し
て

明
る
い
人
間
関
係
を
作
ろ
う

み
な
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
の

告
白
|
7
2
5
5

中

で

お

困

り

の

こ

と

や

悩

み

事

が

宮

津

1
5
2
1

あ
る
と
き
は
、
お
近
く
の
人
権
擁

窓
辺
|
2
6
2
4

護
委
員
、
ま

た

は

富

山

地

方

法

務

本

江

1
6
7
7

局
魚
津
支
局
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

窓
辺
1
5
0
2
3

く
だ
さ
い
。

上
村
木

2
1
6
l
m

o富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

g
n
|
5
0
8
8

魚
津
市
本
町

1
丁
目

3
1
2

本
町

2
1
3
ーロ

mu
n
|
0
4
6
1

8
μ
1
3
6
6
9
 

0
魚

津

市

の

人

権

擁

護

委

員

長

引

野

1
0

0
1

高

島

信

作

東

尾

崎

3
5
3
7

8
訂

l
7
0
6
2

国
民
年
金
保
険
料
は

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
で

つ
い
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
と
、
将
来
、
年
金
が
減
額
さ
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

れ
た
り
、
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

期
間
中
、
口
座
振
替
の
手
続
を

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕

・
応
募
対
象
者

平
成
9
年
刊
月
か
ら
日
月
お
日

ま
で
に
新
た
に
口
座
振
替
の
手

続
を
さ
れ
た
方

・
応
募
期
間

平
成

9
年
日
月
お
日
ま
で

.
取
扱
窓
口

市
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

.
プ
レ
ゼ
ン
ト

国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

ひ

み

宿

泊

券

初

名

テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド

別

名

応
募
用
紙
は
、
保
険
年
金
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
-
記
入

し
て
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係

g
n

l
1
0
1
2

田
代
昭
夫

谷
口
正
美

国民年金健康保養センターひみ

波
岡
正
治

漬
多
善
保

谷
崎
耕
民



ス
ポ
ー
ツ

青
山
・
南
の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を
/

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本

男
子
チ
l
ム
特
別
試
合

日
月

8
自
主
)
午
後
5
時
犯
分
f
)

9
日
(日
)
午
後
2
時
(
J

会

場

魚

津

市

総

合

体

育

館

入
場
料

一
般

1
、
0
0
0
円

(
前
売
)
小
中
生

5
0
0
円

尚
、日
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
市

総
合
体
育
館
で
強
化
合
宿
を
行
っ

て
い
ま
す
。
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

富 '97云
山田?

還套 5
岸壁f E 

のヲZ 会
植講三
塑座 2
産(自然系)L-

講
師

元
富
山
大
学
教
授

長

井

真

隆

氏

日
月

8
日
(土
)
午
後
1
時
鈎
分
j

富
山
湾
沿
岸
に
は
ど
の
よ
う
な

植
物
が
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
?

じ
っ
く
り
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日

月

7
日
釜
)
ま
で
に
、
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

魚
津
埋

没
林
博
物
館
窓
辺
1
1
0
4
9

IUI一色

目埜夕『言
12布イ塁

塁雅千2
2之ス自
宗誰 rn 年
蒔宮Uozu斐

努室 主

会
場

12
新
川
文
化
ホ
l
ル

大
ホ

l
ル

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
O

I
l
-
-
l
o
l
l
i
-
-
O
I
l
i
-
-

以
上
2
件
の
チ
ケ
ッ
ト
及
び
整
理

券
な
ど
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
は

市
総
合
体
育
館
mu
n
-

-
2
6
3

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

合

的
ω
1
1
0
4
6

企
魚
津
埋
没
林
博
物
館
V

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
シ
ア
タ
ー

(
人
工
唇
気
楼
発
生
装
置
)

の
休
止
に
つ
い
て

〔休止期間〕

H 9. 11 . 1 0'"-H 1 0 . 3 . 31 
(期間中、入場料に変更はありませんが)
来館された方に絵ハガキを差しあげます/

⑩
⑨
⑧
⑧
⑧
⑮
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
教
室
受
講
生

(
タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ

l
ド
ゴ
ル
フ
)

日
月
叩
目
、

η
目
、
別
日

午
後
7
時
j

毎
週
月
曜
日

会

場

西
部
中
学
校

ク
ラ
ウ
ン
ド

受
講
料

1
、
5
0
0
円

(保
険
代
含
む
)

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

a
n
-

-
0
4
6
 

霞躍霊雲ヨ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入

の
た
め
、
埋
没
林
博
物
館
の
ミ
ラ

ー
ジ
ュ
シ
ア
タ
ー
は
休
止
い
た
し

ま
す
。

(
埋
没
林
の
展
示
は
通
常

ど
お
り
見
学
で
き
ま
す
)

・
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
上
映
開
始
日

平
成
叩
年

4
月
1
日
(水
)

n
H

判
H

O
測
イ
ン
チ
(
久7
約
仏
×

ヨコ

仙
)

の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
生
ま
れ

か
わ
り
、
神
秘
的
な
蟹
気
桜
を

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
鮮
明
な
映
像

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

第3回世界の音楽ヘょうこそ

「テ、ルネス』公演

ロ
月
ロ
日
(金
)

午
後

6
時
初
分

1
8
時

会
場

新
川
文
化
ホ

l
ル
小
ホ
l
ル

イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
島
国
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
か
ら
、
素
敵
な
フ
オ
ル

ク
ロ

l
レ
を
お
届
け
し
ま
す
。

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

世
界
の
料
理
で

「
い
だ
だ
き
ま
す
」

Part.4 

ア
メ
リ
カ
料
理
編

日
月
幻
日
(木
)

午
前
日
時
j
午
後
1
時

会
場

本
江
公
民
館

※
市
国
際
交
流
員
の
ブ
レ

ッ
ト

・

ラ
ミ
ン
ジ
ャ
ー
が
腕
を
ふ
る
い

ま
す
。

定
員

日
名
(
・申
込
順
)

参
加
費

2
0
0
円

ー

ー

ー

I
l
o
i
-
-
-
l
o
l
l
i
-
-

以
上
2
件
の
申
込
み
・
問
合
せ
は

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流
・女
性
係

g
n
ー

1
0
1

7

自

U
魚
津
甫
畏
文
侶
祭

{
華
道
・
文
芸
・
教
育
の
部
】

※
展
示
ホ

l
ル

日
月
8
日
(
土
)
午
前

9
時
初
分
j

9
日
(
日
)
午
前
9
時
1

【
茶
道
の
部
】
※
和
室
・
川
会
議
室

日
月

8
日(土
)
・
9
日
(
日
)

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

【
芸
能
の
部
】
※
小
ホ

l
ル

小
学
校
・
魚
津
市
中
学
校

文
化
連
盟
ス
テ
ー
ジ
発
表

日
月
8
日
(
土
)
午
前
日
時

i
正
午

一
般
日
月
9
日
(
日
)
午
前
9
時
日
分
1

〈
〉
第
幻
回
魚
津
市
美
術
展
覧
会

開
催
中

日
月
3
日
(
月
)
午
後
4
時
ま
で

V
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

合

お

|

1
0
4
5



主主主j 間 絞問一減 問山J総 ι ぉ知~: せl
水
道
工
事
の
申
込
み
は

お
は
や
め
に

工
事
予
定
の
み
な
さ
ん
へ

冬
期
間
に
水
道
管
の
引
き
込

み
工
事
の
申
込
み
を
さ
れ
て
も
、

降
雪
な
ど
に
よ
っ
て
、
工
事
の

H

一
時
中
止
H

や
か
大
幅
な
延

期
u

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
冬
期
間
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
道
路
の
復
旧
工
事

が
非
常
に
難
し
く
、
道
路
の
損

傷
や
交
通
事
故
な
ど
を
誘
発
す

る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

水
道
工
事
を
今
後
予
定
し
て

い
る
方
は
、
お
は
や
め
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
水
道
局

企
お
1
1
0
1
3

全
国
物
価
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

統
計
上
の
選
定
方
法
に
よ
り

選
ば
れ
た
小
売
庖
舗
を
対
象
に
、

日
月
初
日
に
実
施
し
ま
す
。

日

月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

包

お

1
1
0
1
9

勤
労
者
の
方
ヘ

勤
労
者
生
活
安
定

資
金
融
資
制
度

-
融
資
対
象

市
内
に

1
年
以

上
在
住
し
て
い
る
中
小
企
業
等

に
働
く
従
業
員
の
う
ち
、
当
該

中
小
企
業
等
の
在
職
期
間
が

2

年
以
上
の
方
な
ど

・
資
金
使
途

生
活
資
金

・
融
資
限
度

叩
万
円

・
融
資
利
率

年
3
・
4
%

・
融
資
期
間

4
年
以
内

・
融
資
申
込
み

取
扱
金
融
機
関

小
規
模
事
業
者
の
方
ヘ

商
工
業
振
興
資
金

融
資
制
度

-
融
資
対
象

市
内
で
1
年
以

上
継
続
し
て
営
業
し
て
い
る
、

従
業
員
初
人
(
商
業
・サ
ー
ビ
ス

業
は

5
人
)
以
下
の
事
業
者
で
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
資
金
使
途

事
業
資
金

・
限
度
額

2
0
0
万
円

・
融
資
利
率

年
2
・
5
%

・
融
資
期
間

6
か
月
以
内

・
融
資
申
込
み

取
扱
金
融
機
関

取
扱
金
融
機
関
な
ど
詳
し
く
は

V
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課

商
工
労
働
係

企
お
l
1
0
2
5

農
振
除
外
願
い
は

竹
月
羽
目
ま
で
に

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
っ
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
変
更
(
除
外
願
)
を

行
い
、
県
の
認
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
等
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
農
業
水
産
課

振
興
係

g
n
l
1
0
3
2

カサクヨ
|ラレ筆
ジ主

ド金ツ生
トミ3

・IIffi~J・

多
重
債
務
者
を
対
象
と
し
た

無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
電
話
相
談
の
み
で
、

面
接
に
よ
る
相
談
は
行
い
ま
せ

ん
。
V
日
時

日
月
8
日
(
土
)

午
前
日
時
l
午
後
4
時

.
相
談
受
付
電
話
番
号
(
当
日
の
み
)

8
0
7
6
4
1
U
1
9
1
9
0
 

V
会
場

県
司
法
書
士
会
会
館

(
富
山
市
神
通
本
町
て

ふ
れ
あ
い
の
広
場

ユ
ニ
ー
ク
、
タ
ン
ス

障
害
を
持
つ
方
と
い
っ
し
ょ

に
、
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
。

V
日
時

日
月

μ
日
(
月
)

午
後
2
時

l

v会
場

魚
津
平
安
閑

・
参
加
費

l
、
2
0
0
円

V
問
合
せ
先

市
身
体
障
害
者
連

合
会
(
川
上
)
窓
辺
l
2
4
9
4

知
っ
て
い
ま
す
か

ピ
カ
ピ
カ
シ
l
ル

交
通
安
全
反
射
材
保
険

日
月
中
に
保
険
が
切
れ
る
方

は
、更
新
手
続
を
お
忘
れ
な
く
。

魚
津
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

・
保
険
料
日
歳
以
上
年
制
円

は
山
歳
未
満
年
別
円

-
見
舞
金

1
か
月
以
上
の
け
が
叩
万
円

1
か
月
以
内
の
死
亡
削
万
円

V
問
合
せ
先

魚
津
市
交
通
セ

ン
タ
l

mu
n
-
-
7
4
7

狩

猟

解

禁
刊
月
何
回
か
ら

日
月
日
日
か
ら
来
年
2
月
日

日
ま
で
、
狩
猟
が
解
禁
と
な
り

ま
す
。
山
な
ど
へ
お
出
か
け
の

際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
な
狩
猟
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
何
年
度
学
生
募
集

富
山
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校

-
定
員
(
推
勝
に
よ
る
入
学
者
含
む
)

機

械

シ

ス

テ

ム

系

印

名

電
気
・電
子
シ
ス
テ
ム
系
初
名

情
報
シ
ス
テ
ム
系

ω名

居

住

シ

ス

テ

ム

系

初

名

※
修
業
年
限
2
年
で
男
女
不
問

・
応
募
資
格

学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
(
平
成
叩
年
3
月
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
)
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

・
願
書
受
付

平
成
叩
年
1
月
5
日
j

お
日

・
試
験
日

平
成
叩
年
2
月
3
日

・
試
験
地

魚
津
、
富
山
ほ
か

・
試
験
科
目

外
国
語
(
英
語
I
)

数
学
(
数
学
I
・数
学
H
)

・
受
験
料
等

入
学
金
不
要

受
験
料

1
7
、
0
0
0
円

技
業
料
(年
間

)
2
5
9
、
9
0
0
円

V
問
合
せ
先

富
山
職
業
能
力

開
発
短
大

企
弘
l
2
2
0
5

自
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初

ω者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
教
室

パ
ソ
コ
ン

※
ワ
ー
プ
ロ
教
室
(一太
郎
h
5
)

日
月
四
日
(
火
)
j
m
日
(
木
)

※
パ
ソ
コ
ン
教
室
(ロ
ll
タ
ス
伽
)

日
月
お
日
(
火

)
1
幻
日
(
木
)

V
時
間

午
後
6
時
j

9
時

・
定
員

各
初
名
(
申
込
順
)

・
受
講
料

無
料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

8
M
l
9
5
7
9
(
月
曜
日
は
休
館
)

第

4
田
市
民
講
演
会

講
師
い
し
い

女
優
石
井

み
つ
こ

苗
子
氏

-
演
題

「
幸
福
の
と
び
ら
」

.
ト
ー
ク
&
卜
l
ク

国民健康保険税制期)

女

優

石

井

苗

子

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
舛
方
勝
宏

V
日

時

日

月
8
日
(
土
)

午
後
7
時
j

V
会
場
新
川
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

・
入
場
料

1
、
0
0
0
円

V
問
合
せ
先

新
川
青
年
会
議
所

窓

辺

|
5
9
7
6

寸
い
き
い
き
と
輝
く
女
と
男
」

と
や
ま
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

普
及
地
域
会
議
開
催

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

V
日

時

日

月
日
日
(
土
)

午
後
6
時
初
分
j

新
川
文
化
ホ

l
ル

1
0
4
会
議
室

V
会
場

(主
催
)富
山
県
男
女
共
同
参
画

推
進
員
魚
津
市
連
絡
会

V
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流

・

女
性
係

怨
お
|
1
0
1
7

「
日
常
の
書
」
教
室

学
級
生
募
集

中
央
公
民
館
で
は
、
小
筆
を

用
い
て
「
日
常
の
書
」

教
室
を

聞
き
ま
す
。

・

開

設

日
月
か
ら
、
第
1
・
3

土
曜
日
の
午
後
7
時
か
ら

・
申
込
期
限
日
月
日
日
(
火
)

・
定
員

初
名
(
申
込
順
)

・
費
用

教
材
費
各
自
負
担

(小
筆
・硯・
墨
・下
敷
・用
紙
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

中
央
公
民
館

〈
市
民
研
修
セ

ン
タ
ー
内
v
g
n
l
4
3
3
1

?ご寄付ありがとう
ございました く側、聞か:

砂善意銀行へ

森野 正本町一丁目 100，000円

宮坂武司大海寺新 100，000円

木下辰夫中央通り 二丁目 100，000円

素野 弘江口 50，000円

朝野 司天王 50，000円

魚津第二保育園職員一同 4，600円

石垣勇吉上口二丁目 20，000円

本江保育園保護者会 10，000円

魚津霊気楼太鼓代表金森京子 5，000円

水白やよエ港町 30，000円

伯・)魚津銀金吉島 5，000円

サンフレンド加積j苫 1，725円

三井自動車(側友の会天神町'新 3，000円

かんっさ経津武志新角川 3，000円

目立ツール(附魚津工場同好会 川縁

8，520円

砂社会福祉基金

木下辰夫中央通り 二丁 目 100，000円

竹固 定夫中央通り二丁目 150，000円

素野 弘江口 100，000円

吉田きくい 釈迦堂一丁目 100，000円

側関口権吉仏国 100，000円

大船 仁 仏国 50，000円

目立ツール(附魚津工場親睦会 川縁

300，000円

10，000円

50，000円 竹
月
の
歩
こ
う
会

V
日
時

日
月
9
日
(
月
)

午
前
7
時
何
分

電
鉄
魚
津
駅
前
集
合

⑮ 

路
線
パ
ス
を
利
用
し
、
東
蔵

下
車
、
片
目
(
川
左
岸
、
平
沢
の

沌
滝
周
辺
を
歩
き
ま
す
。

・
交
通
費
各
自
負
担
、
昼
食
持
参

V
問
合
せ
先

魚
津
歩
こ
う
会

mU
MA
l
l
4
7
0
(三
輪
)

施
設
管
理
公
社
職
員
募
集

(
管
理
施
設
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
・
桃
山
運
動
公
園
な
ど
)

魚
津
市
施
設
管
理
公
社
に

勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

V
募
集
人
員

若
干
名

V
受
験
資
格

昭
和
必
年
4

月
2
日
か
ら
昭
和
田
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、

身
体
健
康
で
高
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
方

V
申

込

期

間

口

月
刊
日
(
臼
ω

か
ら
日
月
幻
日
容
畠
ま
で

霊宝22-3600

ft24-8841 

名

正伸

匿.

1兵田

申
込
書
は
、
市
総
務
課
及
び

施
設
管
理
公
社
に
あ
り
ま
す
。

V
試
験
日
及
び
会
場

ロ
月
2
日
(
必
午
前
9
時
j

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

V
試
験
内
容

教
養

・
作
文

・
面
接
試
験

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
役
所
総
務
課
職
員
係

g
n
|
1
0
2
0
 

自

仏国

一電話情報一
.市政情報テレホン・サービス

・求人テレホン・サービス
(魚津公共職業安定所)

.税務テレホン・サービス

(税務相談室富山分室) ft0764-31-9222 

11月のLPガス保安調査
・実施地域...上野方地区 (大海寺野)

砂問合せ先・・・県 LPG保安センター
新川地区支所 ft24-5340 

換

砂もとめます

ー』

λ 

-ベビーベッ ド

.オーブン

.電子ピアノ

砂申込み・問合せ先

市総務課行政係 ft23-1019 

ロ
ロロ不用



宣言題@ー偏

-E・E・.11月の休館日 2目、3目、10目、16目、23目、24目、30日
E ・E ・-開館時間 平日9:30--18:00 土日9:30--16:00

楽
し
く
え
ら
ん
で
こ
の

一
冊

-
一般
球
根
草
花
ロ
ヵ
月
主
婦
の
友
社

ひ
ざ
の
痛
み
を
治
す
大
森
董
…雄

新
生
ロ
シ
ア
の
素
顔
飯
島
一
孝

緑
茶
ま
る
ご
と
健
康
法

マ
キ
ノ
出
版
ム

ッ
ク

オ
ー
ブ
ン
の
い
ら
な
い
パ
ン

祐
成
二
葉

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
つ
く
る

山
下
カ
リ

-v文学・
小
説

島
の
少
年

弄
月
記

入
郎
疾
風
録

天
狗
初
復

;商

白厳主後著

ある日、右足ガ腫れて水ガあふれ出定。夜な夜なそ

れを欽みにくるのは詮ガ?沖縄を舞台に過去と現代ガ

受錯する、 97年度芥川賞受賞作の表題作ほか、 2編を

収録。瓢逸と哀愁に満ちだ作昂集。

水

A
新
着
図
書
か
ら
V

ふ
し
ぎ
な
お
じ
さ
ん谷
内
こ
う
た

「
ハ
ニ

l
ビ
ス
ケ

ッ
ト
の
作
り
方
」

メ
レ
デ
ィ
ス

・
フ
l
パ

l

知里
糧
管崖
でで
つ
/ 

CTIID 

9
日(日
)

源
氏
物
語
を
読
む
会

日
日
(
火
)

朗
読
録
音
研
修
会

ロ
日
未
)

川
柳
教
室

凶
日
釜
)
古
文
書
解
読
会

問
日
未
)
武
限
文
書
研
究
会

幻
日
釜
)
時
事
英
語
を
読
む
会

勾
日
(
土
)
魚
津
短
歌
会

お
日
(
火
)
草
が
な
で
読
む
読
書
会

(
講
座
の
紹
介
)

〈古
文
書
解
読
会
〉

郷
土
の
古
文
書
な
ど
を
ひ
も
と

い
て
歴
史
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
文
書
は
初
め
て
と

い
う
方
に
は
指
導
も
行
っ
て
い

ま
す
。

「児童センターだより「
開館時間 10:00-17:30 休館日 日曜・祝日

[illJ 魚湾市将棋名人戦

省「かもめ児zz:午]省「こばと児Z22ム]11月9日(日)

午前10時まで受付

.大町公民館

10:30"-' 
食べ物・ゲーム

コーナーなど、も

りだくさん.グ

食券はl枚100円。

1日(士)から発売し

ます。

ゲ‘ームは無料だよ ノ

雪量
かもめっ子

まつり
16日(日)

ファンタジツクシアター

(こどもの国劇団)

8日(土) 14: 00"-' 15 : 00 
ぬいぐるみショーやピエロの

手品などとっても楽しいよ /

・対象幼児~小学4年生まで

・参加費無料

こばとダンボールのくに

巨大迷路とすべり台で
遊ぼう.グ

-参加費

一般 2，000円

学生 1，000円

魚津市出身

田村康介四段

来場

ラ
ス
ト
オ
ー
タ

l

グ
レ
ア
ム

・
ス
ウ
ィ
フ
ト

ポ

ッ
プ
コ

l
ンベ
ン

・
エ
ル
ト
ン

夫

婦

の

一

日

遠

藤

周

作

体
内
兇
器F
・ポ
ー
ル

・ウ
ィ
ル
ス
ン

銀
銭
閏
の
競
り

川
田
弥
一
郎

子
供
映
画
劇
場

氷
の
淑
女
上
・下

1
日
(
土
)

シ
ド
ニ
ィ

・
シ

ェ

ル

ダ

ン

午

前

日

時
j
「
日
本
の
昔
ぱ
な
し

争
児
童

金
太
郎
ほ
か
」

内

海

隆

一

郎

お

ね

え

ち

ゃ

ん

は

天

使

午

後

2
時
j
「
ポ
カ
ホ
ン
タ
ス
」

赤

江

爆

ウ

ル

フ

・
ス
タ
ル
ク

た
の
し
い
工
作

南

原

幹

雄

生

活

図

鑑

お

ち

と

よ

こ

日
日
(
土
)

鈴

木

俊

平

赤

い

夕

日

の

満

州

で

谷

島

清

郎

午

前

日

時

1
「
く
る
く
る

コ
ッ
プ」

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

希望者は、田村四段と対局

できます。

炉問合せ先

魚津棋友会
11日(火)"-'22日(土)
・参加費 無料

自

ft22-0583(飛世)



み九なの

相談室
-相談は無料です。お気軽にどうぞ…・

園…場所 固…問合せ先

l市民相談| 月~金曜日 9 時 ~17時
|行政相談| 第 1 ・ 3 木曜円 13時 ~16時

|法律相談1(予約制) 第 4 火曜日 13時 ~16時

園岡市役所市民相談室 ft23-1092

1人権相談| 第 2 金曜日 13時 ~16時

園サンプラザ聞富山地方法務局 ft22-0461

|教育相談| 月~金曜日 9 時~16時

第1・3土H程日 9 時 ~12時

園固魚津市教育センタ-ft23-1717 

[母子・家庭・児童相談|月~金曜日 9 時 ~16時

園岡市役所社会福祉課 ft23-1006

1就業相談| 火 ・ 水 ・ 金曜日 9 時~16時

圏固市役所商工観光課 ft23-1025

1 高年齢者職業相談| 月~金曜日 9 時~17時
園岡市役所高年齢者職業相談室 ft23-1091

1パート雇用相談l 月~金曜日 911寺 ~17時
圏困パート雇用センター(サンプラサ判)ft22-8152

1住宅相談| 第 2 水曜日 13時 ~16時30分

圏市役所第4会議室

園魚津地域住宅相談所 ft22-5078

1健康・介護相談| 水曜日 9 時~ ll時

Ea困健康センタ-ft24-3999 
| 乳幼児子育て相談 |月~金曜日 9 時~16時

子育て支援センター(健康センター内) ft24-0415 

|福祉・介護相談| 常時(24時間)

園固在宅介護支援センター(友道)ft24-8484 

|心の相談| 月~金曜日 9 時~16時

|エイズ相談 i 月 ~金曜日 ・ 9 時 ~16時

検査日火曜日 13時~15時

|女性のための健康相談 | 月曜日 1 3時 ~ 1 5時

木曜日 9 時 ~1 2時

園固魚津保健所 ft24-0359

[交通事故相談(魚津市交通センター)1 

月 ~金曜日 9 時~17時 ft22- 1 747

「会連事故相談(日弁連克直事故相談センター) 1 

木曜日 13時-16時ft0764-21-4811 (県弁護士会館内)

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)
月~金曜日 9時-16時 ft23-0899

日 {雀 物 開演時間 入場料 問合せ先

1日出 '97魚津市民文化祭美術の部 9:00 魚津市教育委員会
-3回目)

(第37回魚津市美術展覧会) -18:00 
無料

ft23-1045 
展示ホール

2日日)サケに学ぶ環境教育全国サミット 13:00 無料 鴨川にもサケを呼ぶ会
大ホール ft22-1038 

5国側 音楽による世界紀行
19:00 3，500円

新川文化ホール
小ホール 「三船優子J(ピアノ) ft23-1123 

5日制 '97西中合唱祭 9:00 生徒・父兄 魚津市立西部中学校
大ホール ft22-0059 I 
6日附 音楽鑑賞会 魚津工業高校
大ホール アンテ、スの音楽「大地の讃歌」

13:30 1，000円
合22-2577

8日出 市民講演会「幸福のとびら」 19:00 1，000同
市民講演会実行委員会

大ホール 講師石井苗子氏 宮23-1017

8日出 9:30 
-9日臼) '97魚津市民文化祭 -13: 00 
小ホール 9日は-17:00 魚津市教育委員会

8日出
無料

ft23-1045 
'97魚津市民文化祭 9:00 

-9日目
~華道・文芸・教育の部~ -18:00 展示ホール

9日目
富士通コンコードジャズ

S席 6，000円フェスティバルインジャパン'97 キヨード-北陸

ヘレン・メリルwith
18:00 

ft076-260-0999 大ホール A席 5，000円
アート・ファーマー・カルテット

10日目) 芸術鑑賞会(演劇) 13: 15 関係者
新川高校

大ホール rTouchJ (孤独から愛ヘ) ft24-2015 

12日側
鱒市開協討凋篇日念講買会

魚津市野球協会
「我がプロ野球人生」 18:30 盤理券

大ホール 講師掛布雅之氏
ft22-1263 

15日出 18:30 一般 2，000円
小ホール 敢入り芝居 (当日2，500円) 児童劇団宝島

16日目 「モモと時間ドロボー」公演 児童 1，000円 ft57 -0291 

小ホール
14:00 (当日1，200円)

16日目) 魚津工業局等学校 13:00 500円 魚津工業高校

大ホール 吹奏楽演奏会 17:00 (当日600円) ft22-2577 

16日目) 9:00 

-24日伺)富山県美術連合会新川展
-18:00 
無料

新川文化ホール

16日は 宮23-1123
展示ホール 10:00-

17日目)ライブ・シアター・イン新川 18:30 1，000円
富山県演劇団体連絡協議会

小ホール ft0764-32-0276 

23日臼)
渓流吟諒会吟道大会 10:00 無料

渓流吟詠会
小ホール ft24-4367 

24日(用 平成9年度下中島祭
10:00 無料

下中島公民館
小ホール (芸能発表) ft22-4488 

29日出 暴力追放魚津市民大会 13:30 無料
魚津市暴力追放運動推進協議会

小ホール ft23-1004 

2~93日0出日日)秋を彩る北日本いけばな展 10:00 無料
北日本新聞社

展示ホール -17:00 包0764-45-3355

掲載したものは催物の一部て士詳しいことは、サンプラザ、楽器庖などにあるイベントガイドをご覧ください。

Pミュ-ZJヴワ号乙，ヂ -竹月4日…洗足プロムナード
地域の音楽家が出演する コンサート

ミニコ ンサートです -竹月15日…ピ戸ノデユオコンサート

毎週土曜日・正午~ -竹月22日…軟とピ戸ノの調べ

a 



結核模診の結果通知について
9月12日までに受診された方で、

個別に結果通知が届かなかった方

については、特に異常な所見は認

められませんでした。

来年も受診しましょっ 。

@育児サロン
対象 :未就園児とその家族

受付時間 :

健康センタ- 9:30----10:00 

保育園 9:00----9:30 

実施日 之ヱbミ、 場

5日(71<) 愛育園、あけび保育園

11日(火) 西布施保育園

13日嗣 経団 ・野方保育園

18日(火) 青島保育園

20日同 道下 ・住吉保育園

21日(針 健康センター

27日附 松倉保育園

@健康テレホンサービス
(県保険医協会) ~0764-42-0003 

11月のテーマ

(月) 市販薬と医療薬のちがい

(火) 子どもの肥満と生活環境

(水)低血圧

(木) 肉体疲労と歯の痛み

(金) しゃっくり

(土・日 )慢性腎 炎

@結核検診・肺かん検診
今年度最後の検診です。まだ受けて

いない方はぜひ受診してください

E参受診票、健康手帳、
検診料金(肺がん検診受診希望の方)

実施日| 受付時間

12日(71<)

14日(金)

9: 30----11 : 00 

9: 30----11 : 00 

@集団かん検診
珍受診券、健康手帳、検診料金

実施日 ~ 場 内容

6日同 片員公民館
胃がん

大腸がん

26日(71<) 健康センター
子宮がん

乳がん

ぷ〉、
:z:;:; 場

健康センタ-

電話にて検診日の10対(受診叫ハガキまたは

までにお申込みください。

料金 受付時間

800円 8:30----9:30 

700円
8:30 9:30 
13:00----14:00 

800円 13:00----14:00 

1，200円 13:00----14:00 

平成9年度中に、40歳・50歳.60歳になられる方および70歳以上の

方は無料。子宮がん・乳がんについては30歳の方も無料。

@病院などでのかん検診砂電話予約受診券

内容 場所 ・申込み先 実施期間 料 金

胃がん 4 月 ~ll 月 2，000円 70 
歳

子宮がん 市内の指定病院 ・医院 4 月 ~3 月 1，100円 上以無

4 月 ~ll 月 1，000円 は料
大腸がん

健康センター 4 月 ~3 月 700円(注)

(注)健康センターで申込む大腸がん検診については、平成9年度中

に40歳・50歳・60歳になられる方も無料です。

+休日当番医(診療時間/午削除午後5時)

診療日 一 般 医 歯 キヰ 医

11月2日(日) 深川病院 常婦人誌 (鴨川町 fi22-5780) 小森歯科医院 (上市町 宮!泊。32)

11月3日目) 松井医院 遣すお (本江 fi22-0745) 吉岡歯科医院 (上市町 宮!群。515) 

11月9日(日) 宮本医院 京児認 (新角川 fi22-0122) 加藤歯科医院 (上市町 包括竺1182) 

11月16日(日) 船崎医院 京児詰 (本 町 fi22-3912) 川口歯科医院 (立山町 告白竺1166) 

11月23日(日) 山岸医院 産婦人科 (上村木 fi24-5878) 坂下歯科医院 (立山町gi主1066) 
11月24日何) 米沢医院 外 科 (新金屋 fi24-7777) 牧野歯科医院 (立山町 宮i主0269) 
11月30日(日) ピーチクリニック 産婦人科(本江 包22-7500) 山本歯科医院 (上市町 宮弘山117) 

12月7日(日)11 新川病院 内 科 (大光寺 宮24-3800) 幾島歯科医院 (立山町81主1900) 
新川地区休日夜間急患医療センター(黒部市消防署向側宮54-0731) 診療時間/午後7時-11時 診療科目/内科・小児科・外科

@ 



@母子保健ゆ母子手帳、会場:健康センター

内 廿H ぅ 対 象 実施日 受付時間

マタニアイ:セ育ミ児ナ編ー) 
( Bコース 妊婦とその家族 28日(金j 9:00-----9:30 

4 か月児健診
満 4か月児 13日附 13:00-----13:30 股関節脱臼検診

8 か月児健診 8か月児 19日か同 13:00-----13:30 

離乳食指導 8か月児 21日(針 12:50-----13:00 

1歳 6か月児健診 平成8年児4月生
まれの 11日(火)13:00-----13:30 

3 歳 児健診
平成 6年 5月生

5 日~J<) 13:00-----13:30 まれの児

@予防接種珍 予診票と母子手帳

会場 :健康センタ一、受付時間 :13:30-----14:00 

対象疾病と対象年齢 実施日 該当地区

6日附 大町、下中島、上中島、松倉i
=種混合(2回目〕

7日(針 本江、上野方

10日(月) 経由、天神
(生後6か月-66か月 )

12 日~J<) 加積、片貝、西布施

14日(針 道下、村木

(日生 本 脳 月炎) 
後36か月-60か 27日附 道下、上野方

ツベルタリン反応8か検月査) 
(生後8か月-4 19 日 ~J<) * 8か月児健診時に行います
B C G *妾 月手重) 
(生後8か月-48か 21日(針 *離乳食指導も行います

|所定の医療機関で受けてください。
麻しん(はしか)、風しん(三日はしか)I 

|風しんは麻しん接種のあとにう
(生後12か月-36か月 ) Iけてください。

@健康教室 会場:健康センター(芸品LitzZ5♂立。)
内容 |実施日|時問

機能訓練 I6、13、20、27日肘 I 9: 30-----11 : 30 

健康運動相談会 18日(火) l3: 15-----15:30 

※魚津保健所からのお知らせ

肥満を防ごう

肥満は、いわゆる「生活習

慣病」の原因となる こと が多

L、もの。

日頃から、運動と食事のバ

ランスに気をつけ予防に努め

ましょう 。

@魚津老いを考えるつどい

11月8日佳) 13 : 30'"'-' 16 : 00 

会場 ホテルサンルート魚津

直言己 「ボケは防げる治せる」
高槻絹子 氏

(静岡県浜松医療センター

臨床心理士)

1--t'IJ I rきょうもいい日 J
本江地区婦人会実年者学級

惨入場無料

惨主催 魚津老いを考える実行委員会

砂問合せ先 魚津保健所 ft24-0359

⑤おじいちゃん
のための

おばあちゃん

初孫教室

11月18日(火) 9 : 30'"'-' 12 : 00 

'内容・ 歌と手遊び

・講話

「虫歯予防とおやつ」

「孫とのかかわり方」

炉申込期限 11月13日(村

惨会場・申込み・問合せ先

健康センタ- ft24-3999 

~Dr. 予育τ講演会
留置沼

11月19日附 14:30'"'-'15:30 

「いつ病院へ(お医者さんのかかり方)J

新谷尚久氏

(富山労災病院小児科医師)

惨会場 健康センター

一般健康相談の時聞が次のとおり変更になりました 月曜日 13時'"'-'14時(受付) 木曜日 9時一11時(受付)

a 



近所の子供たちゃ園児たちの見守る中、卜IJ羅に 「元気デ

ネ」と書かれ、海に帰されるウミガメ。H召和38年11月、 11:1の

水族館裏での 1コマである。

J崖手をしたり、甲羅をなでたり -一。いつも円池ではくいで

いた人気者のウミガメだが、当u寺の水族館では海水を加品;ー
する設備が坐っておらず、海水慌が下がる毎年11月中頃に

は海に放流されていた。本来11差かい海の生き物であるウミ

カ。メは、水慌が下がると餌を食べなくなるので、彼らを守

るために海へ帰していたのである。放流されてはいたが、

当時は新たに富山湾の定置網にかかり、いつでもお目にか

かるこヒができ?こ。

放流は昭和45年まで続けられた。現在の水族館にいるア

オウミガメは、その翌年から27年間飼育されている。

霜月 (11月)1日(土)農業祭米まつり (2日まで、農協会館)

シυース⑨

3初芝.

18i.K族舘裏【穴町海岸】
(昭和38年)

3日(月) 文化の日/スポーツ少年団体育大会(9:00'"'-'桃山運動公園)

4日(火) 魚津市表彰式(10:00'"'-'市役所)

市民文化祭(9日まで、新川文化ホーjレ)
8日(土)

バレーボール全日本男子特別試合〔紅白戦)(9日まで、総合体育館)

9日(日) 魚津の朝市(8:00'"'-'魚津港魚市場)

15日(土) とみ里団地住宅フェア'97(16日まで、22'"'-'24日にも開催)

16日(日)富山県美術連合会 新川展(24日まで、新川文化ホーjレ)

23日(日)勤労感謝の日

市の人口(平成g年9月末日現在) 男白1m人(ー15) 女~田4人(-42) 計~人(ー57) 15.023世帝(ーiDII前月対出)I
「活動した後には、 『疲れた』という言葉は出ません」とは、ボランティアグループの皆さんの言葉。爽やかささえ感じます。

「疲れたあ」連発の私には、心あらわれる一言でした。ところ構わずへたりこんでいる疲れた若者たち共々、反省したいと思います。


